
ゼオライト混合処理イメージ

② ゼオライト混練り処理
既設の混練装置でばいじんに

ゼオライトと水を均一に混ぜる。

③ 貯留と運搬
灰ピットに一次貯留し、焼却

灰コンテナに積込み搬出する。

① ゼオライト添加装置【追加】
既設の装置にゼオライトを添

加する装置を追加する。

ごみ焼却炉

集じん器

ばいじん

排ガス

セシウム安定
化ばいじん

集じん器入口の排ガス中または
出口のばいじん中に添加する。

ゼオライト
添加装置

ごみ焼却処理施設において発生したば
いじんには、ゼオライトを添加混合する
処理を行い「セシウム安定化ばいじん」
として搬出・埋立を行ないます。

ごみ焼却処理施設内

追加装置
燃えがら

焼却灰
（燃えがら）

灰ピット内貯留

川崎市焼却灰用コンテナ

コンテナ運搬車・廃棄物鉄道輸送
により浮島埋立地へ運搬

混練装置
（既設設備）

ＦＣＳによる埋立
（薄層散布方式）

対象ごみ焼却処理施設

１ 浮島処理センター
２ 堤根処理センター

３ 橘処理センター
４ 王禅寺処理センター

２軸混練方式
イメージ

積出・運搬
（燃えがら・ばいじん合せて運搬）

ごみ焼却灰の対応／ ゼオライト添加によるセシウム安定化

放射性物質が検出されたごみ焼却灰の対応について（ごみ焼却処理施設及び埋立処分場での付加的安全対策） 資料３

ごみ焼却灰の処分区域

燃えがら・ばいじん

④ 処分区域と工法
（燃えがら・ばいじん）
これまでと同様にＦＣＳで撒き

出し埋立処分する。
（薄層散布工法による積層埋立）

橘処理センターはﾌﾟﾚﾐｯｸｽ薬剤を使用するため
全て既設流用です

内水・放流水の対応／ 放射性物質濃度の管理

埋立処分場内水の放射性セシウム濃度シミュレーション

下図は平成25年度から新たに発生するごみ焼却灰（ばいじん）の処分を開始した場合の
処分場内水の放射性セシウム濃度を予測した結果です。
対象物の放射性セシウム濃度は現在低下しており、溶出試験の結果に基づきシミュレー

ションを行なった結果は、下図のとおり付加的安全対策を施さなくとも管理目標を超えない
と予測されていますが、ごみ焼却灰（ばいじん）のゼオライト混合処理による付加的安全対
策を実施することで、処分場内水に含まれる放射性セシウム濃度の上昇を抑えることが期待
できます。

上記のシミュレーション結果からは、管理目標を超過することはありませんが、仮に、放
射性セシウム濃度が予測に反して管理目標を超過する恐れが生じた際には、下図のセシウム
吸着除去機能を追加した排水処理設備により、公共用海域への放流水について、管理目標を
超過しないよう管理していきます。また、この排水処理設備の流入水と放流水は定期的に放
射能濃度の監視を行ないます。

排水処理設備

環）浮島埋立事業所

Ｐ

ＦＣＳ：簡易型 フローティング コンベヤ システム :ポンプ
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【付加的安全対策】
ごみ焼却灰（ばいじん）：ゼオライト混合処理

本市の管理目標値10Bq/L

本市の管理目標値10Bq/L

付加的安全対策あり
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処分開始国の基準値相当75Bq/L
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排水処理施設対策工事

焼却処理施設対策工事

Ｐ

通常埋立

Ｍ :モーター

241106 東日本大震災対策本部会議


